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●ご注文について
・弊社ウェブサイトよりご注文を承ります。
　https://bensei.jp
　各種クレジットカード、paypal（クレジットカード・デビットカード）でのご決済が可能です。
　ぜひご利用くださいませ。

　割引クーポンコード：81849c1d4d（期限：～2021年6月30日）
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謹啓　
　春陽の候、日頃より、弊社をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　さて、この度、会員様対象の特別割引セールを行うことになりました。
　当リストの新刊・近刊書籍をはじめ、勉誠出版タイトル全品が対象となります。
　この機会にぜひともご購入をご検討くださいますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。　
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中古文学会 会員様対象

＊ウェブサイト以外の方法によるご注文の際は、
　中古文学会の会員であることをお知らせください。

特別割引のご案内

●ご連絡先
Mail info@bensei.jp
電話 03-5215-9021　
FAX 03-5215-9025



書名 編著者 刊行年月 ISBN  本体価格 割引価格 冊数

◆近刊（ご予約受付中！）

【ライブラリーぶっくす】変化する社会とともに
歩む学校図書館

野口武悟　著 2021/4 20081 2,200 1,900

ベトナム語空間ダイクシ
スとその展開―指示詞から文末詞・感動詞へ（仮）

安達真弓　著 2021/4 38001 10,000 8,800

杜甫研究年報　第四号 日本杜甫学会　編 2021/4 39444 2,000 1,800
首里城を解く―文化財継承のための礎を築く（仮） 高良倉吉　監修／島村幸一　編 2021/5 32001 3,800 3,300
中世寺院の仏法と社会（仮） 永村眞　編 2021/5 31001 12,000 10,600
勤番武士の江戸滞在記
―国枝外右馬江戸詰中日記

岩淵令治　編 2021/5 32000 10,000 8,800

坂口安吾大事典（仮） 安藤 宏・十重田裕一・大原祐治　編集代表 2021/5 20079 15,000 13,200
もう一度読みたい古典文学（仮） 三宅晶子　編 2021/5 39001 2,400 2,100
大宅壮一文庫解体新書
―雑誌図書館の全貌とその研究活用

阪本博志　編 2021/5 30001 3,500 3,100

【鉄幹晶子全集40】 鉄幹晶子全集　別巻8
―拾遺篇　書誌・年譜

逸見久美ほか　編 2021/5 01093 9,000 7,900

中国の都市の記憶（仮） 和田博文・李 征・王 志松・高 潔　編 未定 未定 未定 未定

江戸川乱歩大事典 落合教幸・阪本博志・藤井淑禎・渡辺憲司　編 2021/3 20080 12,000 10,600
文化情報学事典 村上征勝　監修 2019/12 20071 18,000 15,800

古文書への招待 日本古文書学会　編 2021/1 22277 3,000 2,600
増補改訂新版　日本中世史入門―論文を書こう 秋山哲雄・田中大喜・野口華世　編 2021/2 22280 3,800 3,300

古文書の様式と国際比較
小島道裕・田中大喜・荒木和憲　編
国立歴史民俗博物館　監修

2020/2 22272 7,800 6,900

日本の表装と修理 岩﨑奈緒子・中野慎之・森道彦・横内裕人　編 2020/3 20073 7,000 6,200

古文書研究　第90号 日本古文書学会　編 2020/12 22417 3,800 3,300
渤海の古城と国際交流 清水信行・鈴木靖民　編 2021/2 22289 14,000 12,300
古代の日本と東アジア　人とモノの交流史 鈴木靖民　著 2020/7 22279 10,000 8,800
新羅中古期の史的研究 武田幸男　著 2020/7 22278 12,000 10,600
大嘗祭―隠された古層 工藤隆・岡部隆志・遠藤耕太郎　編 2021/1 21057 3,800 3,300
中世の博多とアジア 伊藤幸司　著 2021/2 22300 9,500 8,400
戦国合戦図屛風の歴史学 高橋修　著 2021/2 22301 9,000 7,900
金沢文庫古文書　喫茶関係編年資料集 永井晋　編 2020/9 22288 10,000 8,800
鷹狩の日本史 福田千鶴・武井弘一　編 2021/2 22297 3,800 3,300
中近世移行期の文化と古活字版 高木浩明　著 2020/12 20077 15,000 13,200
歴博甲本洛中洛外図屏風の研究 小谷量子　著 2020/2 22257 10,000 8,800
近世大名墓の考古学
東アジア文化圏における思想と祭祀

松原典明　編 2020/6 22276 12,000 10,600

儒教儀礼と近世日本社会
闇斎学派の『家礼』実践

松川雅信　著 2020/7 21056 10,000 8,800

生きるための地域史―東海地域の動態から 中村只吾・渡辺尚志　編 2020/10 22290 8,000 7000

日本近世社会と町役人 望月良親　著 2020/2 22266 6,000 5,300

近世豪商・豪農の〈家〉経営と書物受容
―北奥地域の事例研究

鈴木淳世　著 2020/2 22265 10,000 8,800

近世都市の常態と非常態―人為的自然環境と災害 渡辺浩一／マシュー・デーヴィス　編 2020/2 22267 7,000 6,200

江戸日本橋商人の記録
―〈にんべん〉伊勢屋髙津伊兵衛家の古文書

澤登寛聡・筑後則　編 2020/3 22269 11,000 9,700

甦る「豊後切支丹史料」
―バチカン図書館所蔵マレガ氏収集文書より

松井洋子・佐藤孝之・松澤克行　編 2020/2 22261 12,000 10,600

琉球船漂着者の「聞書」世界
―『大島筆記』翻刻と研究

島村幸一　編 2020/3 29197 10,000 8,800

新彰義隊戦史 大藏八郞　編 2020/9 22285 7,000 6,200
明治の一発屋芸人たち―珍芸四天王と民衆世界 永嶺重敏　著 2021/1 27058 3,500 3,100
アーネスト・サトウと蔵書の行方
―『増補浮世絵類考』の来歴をめぐって

小山騰　著 2020/11 20078 4,200 3,700

土地の記憶から読み解く早稲田
―江戸・東京のなかの小宇宙

ローザ・カーロリ　著／大内紀彦、フィリッポ・ドル
ネッティ　訳

2021/3 22299 2,700 2,400

ロマノフ王朝時代の日露交流 東洋文庫・生田美智子　監修／牧野元紀　編 2020/8 22286 3,800 3,300
スイス使節団が見た幕末の日本
ブレンワルド日記1862-1867

横浜市ふるさと歴史財団・
ブレンワルド日記研究会　編

2020/6 22275 9,800 8,600

日本建築の歴史的評価とその保存 山岸常人　著 2020/2 22268 17,000 15,000

日本画の所在―東アジアの視点から 北澤憲昭・古田亮　編 2020/4 27055 6,500 5,700

パブリック・ヒストリー入門
―開かれた歴史学への挑戦　【オンデマンド新版】

菅豊・北條勝貴　編 2021/4 82254 4,800 4,200

新装版　唐物と東アジア
―舶載品をめぐる文化交流史

河添房江・皆川雅樹　編
2021/4 二刷
（2016/2初版）

22140 2,000 1,800

観相の文化史 相田満　著 2021/2 29203 9,000 7,900

※割引クーポンコード：81849c1d4d （期限：～～2021年6月30日）
　こちらの10ケタの英数字を、必ずご入力ください！
※注文書に記載のない書籍につきましても弊社書籍は全点2割引にて承
ります。
※近刊の本体価格はすべて予価です。

◆歴史・文化財・美術史・思想史

◆事典・総記

※表示価格には別途消費税がかかります。
※ISBNは978-4-585と末尾のチェックデジットを省略しています。

Email info@bensei.jp　　FAX 03-5215-9025

勉誠出版 注文書

通信欄　※お支払い方法（公費・私費）、必要書類はこちらにご記入ください

ご送付先（氏名・住所・電話番号）
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中国史書入門　現代語訳　北斉書
氣賀澤保規　監修／池田恭哉・岡部毅史・梶山
智史・倉本尚徳・田熊敬之　訳

2021/3 29612 6,000 5,300

宋代中国都市の形態と構造 伊原弘　著 2020/6 22069 4,500 4,000
描かれたマカオ―ダーウェント・コレクションにみる
東西交流の歴史

貴志俊彦・朱益宜・黄淑薇　編 2020/4 22262 22,000 19,400

上海におけるプロテスタント
現代中国の都市と宗教空間をめぐる変遷

村上志保　著 2020/5 21055 6,000 5,300

ラジオの技術・産業の百年史
―大衆メディアの誕生と変遷

岡部匡伸　著
2021/3二刷
（2020/12初版）

22295 5,400 4,800

絶滅危惧種を喰らう 秋道智彌・岩崎望　編 2021/1 24014 3,200 2,800
パリ・ノートル=ダム大聖堂の伝統と再生
―歴史・信仰・空間から考える

坂野正則　編 2021/3 31000 8,000 7,000

メソアメリカ文明ゼミナール 伊藤伸幸　監修／嘉幡茂・村上達也　編 2021/1 22296 5,000 4,400
現代ドイツへの視座―歴史学的アプローチ　2
ナチズム・ホロコーストと戦後ドイツ

石田勇治・川喜田敦子　編 2020/9 22513 6,000 5,300

現代ドイツへの視座―歴史学的アプローチ　3
ドイツ市民社会の史的展開

石田勇治・川喜田敦子・平松英人・辻英史　編 2020/9 22514 6,000 5,300

「本読み」の民俗誌　交叉する文字と語り 川島秀一　著 2020/6 23081 3,500 3,100
メディアのなかの仏教　近現代の仏教的人間像 森覚　編 2020/5 21054 7,500 6,600
渋沢敬三とアチック・ミューゼアム
―知の共鳴が創り上げた人文学の理想郷

加藤幸治　著 2020/1 22263 3,500 3,100

荒れ野の六十年―東アジア世界の歴史地政学 與那覇潤　著 2020/1 22264 3,200 2,800

物語文学の諸相と展開 中野幸一　著 2021/3 39000 12,000 10,600
中世和歌論―歌学と表現と歌人 中川博夫　著 2020/11 29199 12,000 10,600
和漢朗詠集とその享受　増訂版 三木雅博　著 2021/1 29202 15,000 13,200
真田幸弘点取百韻　翻刻と解題 玉城司・小幡伍　編著 2021/2 29204 9,000 7,900
中国古典文学に描かれた厠・井戸・簪
―民俗学的視点に基づく考察

山崎藍　著 2020/11 29200 9,000 7,900

韓国・朝鮮説話学の形成と展開 金廣植　著 2021/2 29201 11,000 9,700

挑発する軍記 大津雄一　著 2020/10 22292 3,800 3,300

江戸庶民のまじない集覧
―創意工夫による生き方の智恵

長友千代治　著 2020/10 20076 6,000 5,300

医学・科学・博物　東アジア古典籍の世界 陳捷　編 2020/2 20072 12,000 10,600

水門―言葉と歴史　第二十九号 水門の会　編 2020/1 22443 3,500 3,100

本朝文粋抄　六 後藤昭雄　著 2020/2 29224 3,200 2,800

仙洞句題五十首・水無瀬殿恋十五首歌合　全注釈 石川一　編 2020/3 29195 10,000 8,800

南方熊楠と日本文学 伊藤慎吾　著 2020/3 22270 7,000 6,200

幕末明治の社会変容と詩歌 青山英正　著 2020/2 29196 10,000 8,800
明治の教養―変容する〈和〉〈漢〉〈洋〉 鈴木健一　編 2020/1 29193 7,500 6,600

杜甫研究年報　3　杜甫研究年報　第三号 日本杜甫学会　編 2020/5 29443 2,000 1,800

お伽草子超入門 伊藤慎吾　編 2020/7 29188 2,800 2,500

白居易研究年報　最終号・第20号　特集　歌舞音曲
　附　日本国内白居易研究文献解題目録

白居易研究会　編 2020/9 07098 9,000 7,900

吉田松陰と学人たち 徳田武　著 2020/9 22291 10,000 8,800

242　中国学術の東アジア伝播と古代日本 榎本淳一・吉永匡史・河内春人　編 2020/1 22708 2,800 2,500

243　中央アジアの歴史と現在―草原の叡智 松原正毅　編 2020/3 22709 2,400 2,100

244　前近代東アジアにおける〈術数文化〉 水口幹記　編 2020/3 22710 3,200 2,800

245　アジアの死と鎮魂・追善 原田正俊　編 2020/3 22711 2,800 2,500

246　和漢のコードと自然表象
―十六、七世紀の日本を中心に

島尾新・宇野瑞木・亀田和子　編 2020/4 22712 2,800 2,500

247　移動するメディアとプロパガンダ
―日中戦争期から戦後にかけての大衆芸術

西村正男・星野幸代　編 2020/4 22713 2,800 2,500

248　明治が歴史になったとき
史学史としての大久保利謙

佐藤雄基　編 2020/6 22714 2,800 2,500

249　漢学とは何か
漢唐および清中後期の学術世界

川原秀城　編 2020/7 22715 2,800 2,500

250　酔いの文化史　儀礼から病まで 伊藤信博　編 2020/8 22716 2,800 2,500
251　仏教の東漸と西漸 荒見泰史　編 2020/9 22717 2,800 2,500
252　中世日本の茶と文化
生産・流通・消費をとおして

永井晋　編 2020/9 22718 2,800 2,500

253　ポストコロナ時代の東アジア
新しい世界の国家・宗教・日常

玄武岩・藤野陽平　編 2020/9 22719 2,800 2,500

254　 東アジアの歌と文字 真下厚・遠藤耕太郎・波照間永吉　編 2021/2 32500 2,800 2,500

255　東アジアにおける知の往還
国文学研究資料館・高麗大学校グローバル日
本研究院　共編

2021/3 32501 2,800 2,500

第18巻　蔵書はめぐる
海外図書館の日本古典籍コレクション

編集部　編 2020/7 20718 1,800 1,600

◆書物学

◆古典文学・文学史

◆アジア遊学







日本史・古文書学

日本古文書学会編集

古文書研究
第90号
2 0 2 0 年 1 2 月

本体3,800円（＋税）

Ｂ5判並製・160頁
ISBN978-4-585-22417-4　C3321

2020年12月刊行

歴史学をはじめ、諸分野における研究の基盤をなす古文書学。
その最前線を伝える学術雑誌。年2回刊行。

目次
カラー口絵
小特集「古文書学の新展開」
まえがき …………………………………………………………………………………………………………… 渋谷綾子
日本における古文書料紙の変遷 ……………………………………………………………………………… 湯山賢一
デジタル機器を利用した楮繊維の分析……………………………………………………………………… 髙島晶彦
カジノキのDNAはオーストロネシア人の移住と和紙の起源の物語をどのように語っているのか？
……………………………………………………………………………………鍾國芳・張瓊之・謝佳・國府方吾郎
カジノキの遺伝的多様性は古文書の由来を解き明かせるか…………………………………………… 石川隆二
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
『凶徒御退治御告文』に見る足利義満の神祇祈禱 ………………………………………………………… 桐田貴史
中世東寺文書における「評定引付」とその断簡等の復元 ………………………………………………… 古田功治
松前城下における将軍印判状の高札掲示と幕藩関係―蝦夷地第一次上知直前まで― …… 上田哲司
石田実洋氏を悼む………………………………………………………………………………………………… 高橋典幸
古文書めぐり香川大学附属図書館「神原文庫」と所蔵史料について……………………………………… 守田逸人
随筆 北野天満宮所蔵の久我家文書記録……………………………………………………………………… 藤井讓治
研究余滴 治承・寿永内乱と佐竹氏 …………………………………………………………………………… 高橋典幸
書評と紹介 倉本一宏編『日記・古記録の世界』………………………………………………………………… 井上政望
書評と紹介 樋口健太郎著『中世王権の形成と摂関家』……………………………………………………… 海上貴彦
書評と紹介 松薗斉著『中世禁裏女房の研究』…………………………………………………………………… 神田裕理
書評と紹介 薗部寿樹著『日本中世村落文書の研究　村落定書と署判』 ………………………………… 髙橋　傑
令和二年度新指定文化財紹介
彙報
口絵解説 山門結界裁許裏書絵図　一鋪／江戸幕府評定所裁許状　一通……………………………… 地主智彦
英文レジュメ

本体3,800円（+税）
B5判並製・166頁
2019年12月刊行

ISBN978-4-585-22415-0 C3321

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

古文書研究 第90号
日本古文書学会［編］

本体3,800円（+税）
B5判並製・160頁
2020年12月刊行

ISBN978-4-585-22417-4 C3321
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本
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頁
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ISBN
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唐
物
と
東
ア
ジ
ア

―

舶
載
品
を
め
ぐ
る
文
化
交
流
史―

固
定
的
な
東
ア
ジ
ア
観
を
超
越
す
る

唐
物
と
よ
ば
れ
る
舶
載
品
は
、
奈
良
か
ら
平
安
、
そ
し
て
中
世
や
近
世
ま
で
、

ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
日
本
文
化
史
に
息
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

唐
物
交
易
の
時
代
的
変
遷
と
そ
の
実
態
か
ら
み
た
異
国
と
の
交
流
史
、

唐
物
を
結
節
点
と
す
る
漢
と
和
の
関
係
性
への
分
析
、

人
物
と
そ
の
権
力
の
表
象
と
し
て
の
唐
物
の
関
係
性
に
つい
て

美
術
品
や
歴
史
資
料
の
み
な
ら
ず
、
文
学
資
料
も
用
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

序
に
か
え
て…

河
添
房
江　

「
唐
物
」研
究
と「
東
ア
ジ
ア
」的
視
点―

日
本
古
代
・
中
世
史
研
究
を
中
心
と
し
て…

皆
川
雅
樹　

日
本
美
術
と
し
て
の「
唐
物
」…

島
尾
新　

◉
コ
ラ
ム―

唐
物
と
日
本
の
古
代
中
世…

五
味
文
彦　

奈
良
時
代
と「
唐
物
」…

森
公
章　

上
代
の
舶
載
品
を
め
ぐ
る
文
化
史…

河
添
房
江　

『
万
葉
集
』と
古
代
の
遊
戯―

双
六
・
打
毬
・
か
り
う
ち…

垣
見
修
司　

平
安
時
代
と
唐
物…

シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ア
シ
ュ
ア　

算
賀
・
法
会
の
中
の
茶
文
化
と『
源
氏
物
語
』―

書
か
れ
ざ
る
唐
物…

末
沢
明
子　

◉
コ
ラ
ム―

唐
物
と
し
て
の
書
物…

小
島
毅　

唐
物
と
し
て
の
黄
山
谷…

前
田
雅
之　

中
世
唐
物
再
考―

記
録
さ
れ
た
唐
物…

古
川
元
也　

戦
国
織
豊
期
の
唐
物―

唐
物
か
ら
名
物
へ…

竹
本
千
鶴　

◉
コ
ラ
ム―

唐
物
と
虚
栄
心
の
話
を
し
よ
う
！…

上
野
誠　

江
戸
時
代
の
唐
物
と
日
蘭
貿
易…

石
田
千
尋　

琉
球
使
節
の
唐
旅
と
文
化
交
流…

真
栄
平
房
昭　

新
装
版　

あ
と
が
き…

皆
川
雅
樹　

執
筆
者
一
覧　 も

く
じ

か
ら
も
の

河
添
房
江
・
皆
川
雅
樹﹇
編
﹈﹇

か
わ
ぞ
え
・
ふ
さ
え
﹈一九
五
三
年
生
ま
れ
。東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授
。平
安
文
学
を
専
攻
。古
典
文
学
と
東
ア
ジ

ア
関
係
を
研
究
。主
著
に『
源
氏
物
語
時
空
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
）、『
唐
物
の
文
化
史
』（
岩
波
新
書
）な
ど
多
数
。

﹇
み
な
が
わ
・
ま
さ
き
﹈一九
七
八
年
生
ま
れ
。専
修
大
学
附
属
高
等
学
校
教
諭
。専
門
は
日
本
古
代
史
。古
代
東
ア
ジ
ア
の

交
流
史
と
政
治
・
文
化
史
と
の
連
関
な
ど
を
研
究
。主
著
に
、『
日
本
古
代
王
権
と
唐
物
交
易
』（
吉
川
弘
文
館
）な
ど
。

※
本
書
は
、『
唐
物
と
東
ア
ジ
ア
』（
ア
ジ
ア
遊
学
一
四
七
号
）の

品
切
に
と
も
な
い
、新
装
刊
行
し
た
書
籍
に
な
り
ま
す
。
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張
主
、

い
た
し

点
が

確
明

る
あ
で
ず
は
る
き
で
に

。

た
ま

張
主
、

い
た
し

点
が
、

に
う
よ
の
ど
で
ま
れ
こ

価
評

も
て
い
つ
に
か
の
た
き
て
れ
さ

記
す

要
必

る
あ
が

。

に
め
た
の
そ

は

献
文
考
参
、

）
究
研
行
先
（

や

料
史

読
み
込

で
ん

、「
違

を
」
い

明

い
な
ら
な
ば
れ
け
な
か
お
て
し
に
か
ら

。
こ

も
ら
か
と
こ
の

備
準
前
事
、

の

性
要
重

が

解
理

う
ろ
だ
る
き
で

。

お
な

究
研
行
先
、

や

料
史

の

法
方
用
引

は
て
い
つ
に

、

を

照
参

と
こ
の

。

Ｑ
4　

？
は
と
こ
る
け
つ
を
気
で
論
本

論
本

は
で

的
料
史
、

な

拠
根

を
示

て
し

的
理
論
、

に

容
内

を
書
き
進

が
と
こ
る
め

切
大

る
あ
で

的
料
史
。

な

拠
根

れ
け
な
が

ば
、「

測
推

」・「

測
憶

張
主
、

の

性
観
客

が

障
保

ず
れ
さ

証
論
、

る
な
く
な
ら
な
に
と
こ
た
し

。

た
ま

、

え
と
た

拠
根

を
挙

も
て
し
と
た
げ

倉
鎌
日
昨
、

た
い
に

物
人

が

日
今

は

都
京

で

動
活

か
と
る
い
て
し

歳
〇
五
時
当
、

物
人

の
そ
が

前
年
〇
〇
一

の

録
記

も
で

言
発

ど
な
る
す

的
識
常
、

に
考

り
あ
て
え

得

い
な

話

ば
れ
あ
で
し

、

も
れ
こ

論

証

い
な
ら
な
は
に
と
こ
た
し

的
観
客
。

な

拠
証

を
示

つ
つ
し

誰
、

が
も

然
自

に

得
納

に
う
よ
る
き
で

理
論
、

の

躍
飛

く
な

述
記

を
進

が
と
こ
る
め

要
肝

る
あ
で

。

学
史
歴

は

問
学

る
あ
で

、
上
以

「

学
科

い
な
ら
な
ば
ね
ら
あ
で
」

料
史
。

と

理
論

を
組
み
合

て
せ
わ

的
観
客
、

な

証
検

に
堪

る
れ
ら
え

像
史
歴

を
描
く
点

が
そ
こ

書
、

く
人
の

量
力

が

問
番
一

る
あ
で
ろ
こ
と
る
れ
わ

。

日本史

日
本
中
世
史
入
門

増
補
改
訂
新
版

国
士
舘
大
学
文
学
部
教
授

秋
山
哲
雄・

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授

田
中
大
喜・

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
教
授

野
口
華
世
〈
編
〉

論
文
を
書
こ
う

歴
史
を
学
び
、

考
え
る
た
め
に―

「
歴
史
」は
た
ん
に
過
去
の
出
来
事
を
わ
れ
わ
れ
に
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

現
代
そ
し
て
未
来
の
人
の々
動
向
を
規
定
す
る「
力
」を
持
って
い
る
。

そ
こ
に
学
問
と
し
て
歴
史
を
学
ぶ
意
義
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
歴
史
と
対
話
す
べ
き
な
の
か―

歴
史
学
の
基
本
で
あ
る
論
文
執
筆
の
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
と
観
点
を

日
本
中
世
史
研
究
の
最
新
の
知
見
と
と
も
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
、

歴
史
を
学
び
、考
え
る
こ
と
の
醍
醐
味
を
伝
授
す
る
。

ま
え
が
き…

秋
山
哲
雄・田
中
大
喜・野
口
華
世

Ⅰ「
歴
史
学
」を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

Ⅱ
論
文
を
書
こ
う―

歴
史
学
研
究
の
方
法
を
学
ぶ

Ⅲ
日
本
中
世
史
研
究
の
現
在

中
世
摂
関
家
論
◉
中
世
的
権
門
と
し
て
の
摂
関
家…

高
松
百
香

院
政
論
◉
政
治
史
と
家
族
史
の
融
合…

佐
伯
智
広

平
家
政
権
論
◉
平
家
政
権
論
の
軌
跡
と
こ
れ
か
ら…

前
田
英
之

中
世
前
期
国
家
財
政
論
◉
税
制・財
政
史
か
ら
中
世
国
家・社
会
の
成
立
を
考
え
る
た
め
に…

守
田
逸
人

荘
園
史
研
究
◉
中
世
天
皇
家
の
荘
園
の
意
味
を
考
え
る…

野
口
華
世

中
世
武
士
論
◉
中
世
武
士
の
と
ら
え
方
は
ど
う
変
わ
っ
た
か…

伊
藤
瑠
美

鎌
倉
幕
府
論
◉
中
世
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る…

秋
山
哲
雄

鎌
倉
幕
府
文
士
論
◉
鎌
倉
幕
府
を
支
え
る
様
々
な
人
々…

赤
澤
春
彦

鎌
倉
期
守
護
論
◉
幕
府
に
よ
る
全
国
統
治
の
実
態
に
迫
る…

西
田
友
広

中
世
前
期
法
制
史
研
究
◉
鎌
倉
幕
府
の
法
と
裁
判
への
ま
な
ざ
し…

木
下
竜
馬

鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
論
◉
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
が
中
世
後
期
に
遺
し
た
も
の…

清
水
　
亮

中
世
武
士
団
論
◉
中
世
の
武
士
と
社
会
の
特
質
を
考
え
る…

田
中
大
喜

朝
廷
下
級
官
人
論
◉
朝
廷
を
支
え
る
官
僚
シ
ス
テ
ム…

遠
藤
珠
紀

室
町
殿
論
◉
新
た
な
る
権
力
者
像
の〈
発
見
〉…

大
田
壮
一
郎

室
町
期
守
護
論
◉
室
町
期
守
護
論
の「
こ
れ
ま
で
」と「
こ
れ
か
ら
」…

大
薮
　
海

中
世
後
期
法
制
史
研
究
◉
室
町
幕
府
法
か
ら
み
た
中
世
後
期
の「
法
」の
特
質…

松
園
潤
一
朗

中
世
寺
院
史
◉
中
世
寺
院
と
顕
密
体
制
を
考
え
る…

石
田
浩
子

中
世
村
落・環
境
史
◉
生
活
の
舞
台
と
し
て
の
村
落
を
ど
う
と
ら
え
る
か…

高
木
徳
郎

中
世
交
通・流
通
論
◉
水
陸
の
み
ち
を
考
え
る…

藤
本
頼
人

中
世
経
済
史
◉
中
世
人
の
生
活
を
探
る…

川
戸
貴
史

中
世
都
市
論
◉
都
市
の
輪
郭
に
つ
い
て
考
え
る…

三
枝
暁
子

中
世
身
分
論
◉
身
分
と
集
団
か
ら
中
世
社
会
を
考
え
る…

辻
　
浩
和

中
世
東
国
史
研
究
◉
地
域
史
と
国
家
史
の
あ
わ
い
で…

植
田
真
平

中
世
日
本・東
ア
ジ
ア
交
流
史
◉
外
国
と
の
関
わ
り
を
考
え
る…

伊
川
健
二

中
世
日
本
境
界
領
域
論
◉
東
ア
ジ
ア
交
流
の
玄
関
口
と
し
て
の
境
界
領
域…

荒
木
和
憲

古
文
書
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
◉
史
料
論
の
時
代
に
お
け
る
古
文
書
学
の
可
能
性…

佐
藤
雄
基

中
世
絵
画
史
料
論
◉
絵
画
に
か
く
さ
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
文
化…

黒
田
　
智

中
世
考
古
資
料
論
◉
中
世
考
古
学
の
方
法…

村
木
二
郎

―

執
筆
者
一
覧

あ
と
が
き―

増
補
改
訂
版
の
刊
行
に
寄
せ
て････

秋
山
哲
雄
・
田
中
大
喜
・
野
口
華
世

研
究
概
念
・
用
語
索
引

卒
論
・
修
論
の
執
筆
︑指
導
に
も
最
適
！

本
体
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Ａ
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1
｜
テ
ー
マ
を
決
め
る

Q1…

レ
ポ
ー
ト
と
論
文
の
違
い
は
？ 　
　

 

Q2…

テ
ー
マ
を
決
め
る
要
素
は
？

Q3…

論
文
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
テ
ー
マ
は
？ 　
　

 

Q4…

興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
絞
れ
な
い
と
き
は
？

Q5…

主
要
な
通
史
類
・
講
座
類
は
？ 　
　

 

Q6…

最
近
の
研
究
動
向
を
知
る
に
は
？

Q7…

テ
ー
マ
を
決
め
る
方
法
は
？

2
｜
参
考
文
献
を
読
む

Q1…

参
考
文
献
と
は
？ 　
　

 

Q2…

ふ
さ
わ
し
い
書
籍
と
は
？ 　
　

 

Q3…

書
籍
を
探
す
に
は
？

Q4…

研
究
論
文
と
は
？ 　
　

 

Q5…

学
術
雑
誌
と
は
？ 　
　

 

Q6…

研
究
論
文
を
探
す
に
は
？

Q7…

研
究
論
文
を
入
手
す
る
に
は
？ 　
　

 

Q8…

参
考
文
献
の
読
み
方
は
？

Q9…

参
考
文
献
を
読
む
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？ 　
　

 

Q10…

参
考
文
献
を
活
用
す
る
に
は
？

3
｜
史
料
を
読
む

Q1…

史
料
と
は
？ 　
　

 

Q2…

古
文
書
を
探
す
に
は
？ 　
　

 

Q3…

古
記
録
や
編
纂
物
を
探
す
に
は
？

Q4…

地
域
の
史
料
を
集
め
る
に
は
？ 　
　

 

Q5…

史
料
を
読
む
前
に
す
る
こ
と
は
？ 　
　

Q6…

史
料
を
読
む
に
は
？ 　
　

 

Q7…

史
料
を
読
む
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

Q8…

参
考
文
献
と
史
料
を
読
ん
だ
後
は
？

4
｜
構
成
を
考
え
る

Q1…

書
く
前
に
ま
ず
や
る
こ
と
は
？ 　
　

 

Q2…

「
は
じ
め
に
」で
書
く
べ
き
こ
と
は
？

Q3…

本
論
で
目
指
す
こ
と
は
？ 　
　

 

Q4…

本
論
で
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

Q5…

史
料
な
ど
を
適
切
に
引
用
す
る
に
は
？ 　
　

 

Q6…

「
お
わ
り
に
」で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
？

5
｜
注（
註
）を
つ
け
る
／
史
料
を
引
用
す
る

Q1…

な
ぜ
注
を
つ
け
る
の
か
？ 　
　

 

Q2…

ど
の
よ
う
な
と
き
に
注
を
つ
け
る
の
か
？

Q3…

先
行
研
究
を
引
用
す
る
場
合
の
注
の
つ
け
方
は
？ 　
　

 

Q4…

史
料
を
引
用
す
る
場
合
の
注
の
つ
け
方
は
？

Q5…

史
料
を
引
用
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
？ 　
　

 

Q6…

一
次
史
料
と
二
次
史
料
の
違
い
は
？

6
｜
推
敲
す
る

Q1…

推
敲
す
る
と
は
？ 　
　

 

Q2…

文
章
を
見
直
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
？―

そ
の
１ 

字
句
な
ど―

Q3…

文
章
を
見
直
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
？―

そ
の
２ 

文
章
・
段
落
の
長
さ―

Q4…

誤
解
さ
れ
な
い
文
章
を
書
く
に
は
？

7
｜
投
稿
し
よ
う

Q1…

ど
う
や
っ
て
投
稿
す
る
の
か
？ 　
　

 

Q2…

投
稿
す
れ
ば
必
ず
掲
載
さ
れ
る
の
か
？

「
Ⅱ 

論
文
を
書
こ
う
」
で
は
、

論
文
執
筆
か
ら
投
稿
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。

各
段
階
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
は
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
詳
し
く
説
明
。

７
つ
の
段
階
に
対
応
し
た
43
の
Ｑ
＆
Ａ

◉
頁
見
本

◉
頁
見
本32

Ⅱ　論文を書こう

Ｑ
2　

？
は
と
こ
き
べ
く
書
で
」
に
め
じ
は
「

は
で
」
に
め
じ
は
「

文
論
、

で
扱

関

る
す

史
究
研

の

理
整

を
行
う

理
整
史
究
研
。

を
通

て
し

点
時
現
、

に
で
ま

明
ら

と
こ
た
き
て
れ
さ
に
か

、

て
し
そ

点
時
現

で

題
課

て
し
と

残

れ
さ

を
と
こ
る
い
て

分
自
、

る
な
に
と
こ
る
め
と
ま
に
り
な

。

に
れ
こ

文
論
、

の

題
課

を

示
明

る
あ
で
の
る
き
で
が
と
こ
る
す

。

理
整
史
究
研

は

文
論
、

を
書

要
重

な

点
発
出

り
あ
で

備
準
、

は

念
入

に
行

い
な
ら
な
ば
れ
け
な
わ

準
。

備
の
際
に

要
必

な

献
文
考
参

）
究
研
行
先
（

や

料
史

の

集
収

つ
に

は
て
い

、

・

を

照
参

と
こ
の

。

で
」
に
め
じ
は
「
し
も

示
提

た
し

題
課

が

論
結
、

と

齬
齟

る
す

ば
れ
あ
が
と
こ

論
結
、

を
」
に
め
じ
は
「
て
せ
わ
あ
に

書
き
直
そ

う
。

し
だ
た

的
終
最
、

に
書
き
直

も
て
し
と
る
な
に
と
こ
す

論
、

文
を
書

る
い
て
い

中
最

に

性
向
方

を

失
見

に
う
よ
い
な
わ

、

ず
ま

ら
か
」
に
め
じ
は
「
は

書

た
め
じ
は
き

方
が

難
無

う
ろ
だ

。

お
な

、

で
ま
れ
こ

究
研

文
論

を

書

う
ろ
だ
る
あ
も
と
こ
く

。

の
そ

合
場

は
に

史
究
研
、

こ
い
な
が

を
と

摘
指

で
え
う
た
し

、

究
研

の
な
き
べ
す

か
、

の
そ

義
意

を
記

う
そ

。

「

会
社
家
公
期
前
世
中

の

容
変

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

領
院
女

の
そ
と

義
意

　
　

節
一
第

　

領
院
女

の

立
成

　
　

節
二
第

　

寺
願
御

の

承
継

の
そ
と

義
意

　
　

節
三
第

　

括
小

　

章
二
第

　

期
前
倉
鎌

の

者
行
知

と

院
羽
鳥
後

　
　

節
一
第

　

期
倉
鎌

の

院
門
嘉
安

る
よ
に

承
継

　
　

節
二
第

　

院
羽
鳥
後

る
よ
に

者
行
知

の

替
改

　
　

節
三
第

　

替
改
者
行
知

の

因
要

の
そ
と

響
影

　
　

節
四
第

　

久
承

の

後
乱

の

者
行
知

の

理
論

　
　

節
五
第

　

括
小

　

章
三
第

　

期
後
倉
鎌

の

者
行
知

の

編
再

　
　

節
一
第

　

院
寿
楽
安

の

編
再

　
　
　

（

院
山
亀
）

る
よ
に

者
行
知

の

置
配
再

　
　
　

（

置
配
再
者
行
知
）

の

味
意

　
　

節
二
第

　

者
行
知
領
院
寿
楽
安

の
そ
の

後

　
　

節
三
第

　

者
行
知

の

成
形
領
家

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

例
【

】
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成
構

を
考

る
え

Ｑ
1　

？
は
と
こ
る
や
ず
ま
に
前
く
書

決
め
、

・

関

る
す

献
文
考
参

や

料
史

を
読

ら
だ
ん

、

く
や
う
よ

文
論

を

筆
執

る
き
で

階
段

る
な
と

文
論
。

を
書
く
前

は
に

、

ず
ま

体
全

の

次
目

を
考

お
を
と
こ
る
え

勧

る
す
め

次
目
。

は

然
当
、

ら
が
な
と
こ
の

、

書
き
進

に
ち
う
く
い
て
め

変

が
る
あ
も
と
こ
る
わ

初
最
、

な
か
ま
お
お
に

次
目

「
流

」
れ

）
を
考

と
く
お
て
え

文
論
、

の
筋

道
が

理
整

て
き
で

、

い
す
や
り
か
わ

文
論

を
書

る
き
で
が
と
こ
く

。

次
目

は
、

に
め
じ
は
「

↓
論
本
↓

う
い
と
」
に
り
わ
お

成
構

が
と
こ
る
と
を

多
い

論
本
。

は
、

章

ら
か

章
の

成
構

す
に

と
る

書
、

う
ろ
だ
い
す
や
き

。

た
ま

、

の
れ
ぞ
れ
そ

章
の
中
を
、

の
か
つ
く
い
に
ら
さ

節

と
る
け
わ
に

読
、

む

書
・
側

く
側
の

方
双

、

い
す
や
り
か
わ

容
内

る
な
に

。

ば
え
と
た

例
【、

】

な
う
よ
の

次
目

が
考

る
れ
ら
え

。

に
で
す

読

だ
ん

献
文
考
参

や

料
史

を
、

の
ど

章
や
節
で

用
引

を
か
の
る
す

考

ら
が
な
え

次
目

ば
け
い
て
せ
ま
ら
く
ふ
を

論
、

文
の
形
に
近

る
あ
で
ず
は
く
い
て
い
づ

。

は
ず
ま

次
目

考

う
よ
え

。

「

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

程
過

　
　

節
一
第

　

府
幕
倉
鎌

の

立
成

と

倉
鎌

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

　
　

節
三
第

　

括
小

　

章
二
第

　

倉
鎌

の

力
心
求

　
　

節
一
第

　

許
裁

の

力
心
求

　
　

節
二
第

　

済
経

の

力
心
求

　
　

節
三
第

　

教
宗

の

力
心
求

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

倉
鎌

の

化
核
多

　
　

節
一
第

　

力
心
求
軍
将

の

化
変

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

「
の

子
地

「
と
」

主
地

」

　
　

節
三
第

　

倉
鎌

「
の

所
宿

」

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

「

合
結
団
士
武

の

開
展
的
合
複

と

力
権
武
公

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

合
結
的
縁
族

と

合
結
的
域
地

　
　

節
一
第

　

団
士
武
期
倉
鎌

の

合
結
族
一

　
　

節
二
第

　

領
本

の

成
形

と

合
結
的
域
地

　
　

節
三
第

　

場
町

と

合
結
的
域
地

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
二
第

　

合
結
族
一

と

制
領
惣

　
　

節
一
第

　

制
領
惣

の

成
形

と

開
展

　
　

節
二
第

　

職
領
惣

の

立
成

　
　

節
三
第

　

督
家

と

領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

期
町
室
・
朝
北
南

の

団
士
武

と

制
園
荘

　
　

節
一
第

　

乱
内
朝
北
南

と

領
所
的
域
領

の

成
形

　
　

節
二
第

　

府
幕
町
室

の

と

団
士
武

　
　

節
三
第

　

期
町
室

の

制
園
荘

と

制
領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

例
【

】

例
【

】
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Ⅱ　論文を書こう

う

業
作

を
改

て
め

繰
り
返

う
そ

。

決

は
に
る
め

、

Ｑ
―

Ｑ
・

Ｑ
・

で
示

に
う
よ
た
し

、

対

て
し

史
究
研
、

を
踏

た
え
ま

史

拠
根
的
料

る
あ
の

答
回

を
示

が
か
う
ど
か
る
せ

要
重

る
な
と
ト
ン
イ
ポ
な

。

決

も
て
く
な
ら
ま

文
考
参
、

献
と

料
史

を
読

を
と
こ
む

続

ば
け
い
て
け

必
、

ず

進
前

る
き
で

。

定
確

で
ま
る
す

、

に
ず
め
ら
き
あ

度
何

も
で

考
参

献
文

と

料
史

に
挑

い
た
い
ら
も
で
ん

。

　

成
構

を
考

る
え

Ｑ
1　

？
は
と
こ
る
や
ず
ま
に
前
く
書

決
め
、

・

関

る
す

献
文
考
参

や

料
史

を
読

ら
だ
ん

、

く
や
う
よ

文
論

を

筆
執

る
き
で

階
段

る
な
と

文
論
。

を
書
く
前

は
に

、

ず
ま

体
全

の

次
目

を
考

お
を
と
こ
る
え

勧

る
す
め

次
目
。

は

然
当
、

ら
が
な
と
こ
の

、

書
き
進

に
ち
う
く
い
て
め

変

が
る
あ
も
と
こ
る
わ

初
最
、

な
か
ま
お
お
に

次
目

「
流

」
れ

）
を
考

と
く
お
て
え

文
論
、

の
筋

道
が

理
整

て
き
で

、

い
す
や
り
か
わ

文
論

を
書

る
き
で
が
と
こ
く

。

次
目

は
、

に
め
じ
は
「

↓
論
本
↓

う
い
と
」
に
り
わ
お

成
構

が
と
こ
る
と
を

多
い

論
本
。

は
、

章

ら
か

章
の

成
構

す
に

と
る

書
、

う
ろ
だ
い
す
や
き

。

た
ま

、

の
れ
ぞ
れ
そ

章
の
中
を
、

の
か
つ
く
い
に
ら
さ

節

と
る
け
わ
に

読
、

む

書
・
側

く
側
の

方
双

、

い
す
や
り
か
わ

容
内

る
な
に

。

ば
え
と
た

例
【、

】

な
う
よ
の

次
目

が
考

る
れ
ら
え

。

に
で
す

読

だ
ん

献
文
考
参

や

料
史

を
、

の
ど

章
や
節
で

用
引

を
か
の
る
す

考

ら
が
な
え

次
目

ば
け
い
て
せ
ま
ら
く
ふ
を

論
、

文
の
形
に
近

る
あ
で
ず
は
く
い
て
い
づ

。

は
ず
ま

次
目

考

う
よ
え

。

「

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

程
過

　
　

節
一
第

　

府
幕
倉
鎌

の

立
成

と

倉
鎌

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

と

府
幕
倉
鎌

「
の

立
独

」

　
　

節
三
第

　

括
小

　

章
二
第

　

倉
鎌

の

力
心
求

　
　

節
一
第

　

許
裁

の

力
心
求

　
　

節
二
第

　

済
経

の

力
心
求

　
　

節
三
第

　

教
宗

の

力
心
求

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

倉
鎌

の

化
核
多

　
　

節
一
第

　

力
心
求
軍
将

の

化
変

　
　

節
二
第

　

倉
鎌

「
の

子
地

「
と
」

主
地

」

　
　

節
三
第

　

倉
鎌

「
の

所
宿

」

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

「

合
結
団
士
武

の

開
展
的
合
複

と

力
権
武
公

」

　

に
め
じ
は

　

章
一
第

　

合
結
的
縁
族

と

合
結
的
域
地

　
　

節
一
第

　

団
士
武
期
倉
鎌

の

合
結
族
一

　
　

節
二
第

　

領
本

の

成
形

と

合
結
的
域
地

　
　

節
三
第

　

場
町

と

合
結
的
域
地

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
二
第

　

合
結
族
一

と

制
領
惣

　
　

節
一
第

　

制
領
惣

の

成
形

と

開
展

　
　

節
二
第

　

職
領
惣

の

立
成

　
　

節
三
第

　

督
家

と

領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

章
三
第

　

期
町
室
・
朝
北
南

の

団
士
武

と

制
園
荘

　
　

節
一
第

　

乱
内
朝
北
南

と

領
所
的
域
領

の

成
形

　
　

節
二
第

　

府
幕
町
室

の

と

団
士
武

　
　

節
三
第

　

期
町
室

の

制
園
荘

と

制
領
惣

　
　

節
四
第

　

括
小

　

に
り
わ
お

例
【

】

例
【

】

13

に
め
じ
は

文
論

を
書

う
い
と
く

業
作

は
、

で
ま
れ
こ

進

た
き
て
め

究
研

を

章
文

て
め
と
ま
て
し
と

見
新

を

界
学

に
問
い

問
学
、

の

展
進

に

与
寄

る
あ
で
と
こ
る
す

。

に
け
だ
れ
そ

文
論

は
、

に
ぐ
す

書

い
な
は
で
の
も
る
け

。

く
よ
づ
り
ば
ね

献
文
考
参

や

料
史

と
向

き
合

絞
り
、

ば
れ
す
う
ど

分
自

の

張
主

を

力
得
説

を
か
る
き
で
に
の
も
る
あ
の

慮
熟

て
し

成
構

を
考
え

料
史
、

を
深
く
読
み
込

で
ん

水
引
田
我

う
よ
い
な
ら
な
と

論
本

を

重
慎

に
書
き
進
め

者
読
、

に

分
自

の

図
意

が
伝

う
よ
る
わ

寧
丁

に
文

章
を

敲
推

し

体
全
、

に

盾
矛

を
か
い
な
が

広
い

野
視

で

直
見

て
し

、

く
や
う
よ

書
き
上

る
あ
で
の
も
る
が

。

左
に
示

で
の
た
し

、

を
れ
こ
は
ず
ま

照
参

ら
が
な
し

後
、

く
づ
つ
に

目
項

を
読
み
進

て
め

い
た
き
だ
た
い

迷
。

倒
面
、

の
れ
ぞ
れ
そ
も
で

目
項

を

度
何

も
で

認
確

ば
け
い
て
し

必
、

や
ず

得
納

る
き
で

文
論

を
書

き
上

る
あ
で
ず
は
る
き
で
が
と
こ
る
げ

。

お
な

文
論
、

を
書
く

法
方

は

通
幾

し
う
ろ
だ
る
あ
も
り

人
、

異

る
な

。

で
こ
こ

示

は
の
す

、

の
そ

中
の

的
般
一

な
書
き
方

を
と
こ
る
あ
で
つ
と
ひ
の

断

。

①

考

る
え

（

）
照
参

　
　
　
　

献
文
考
参
②

を
探

て
し

読
む

料
史
・

を
探

て
し

読
む　
（

・

）
照
参

　
　
　

③

絞
り
込
む　
（

）
照
参

14

　
　
　
　
　
　
　
　

で
」
に
め
じ
は
「

示

た
し

題
課

と

齬
齟

る
す

合
場

は
に

⑦

る
ど
も
に

敲
推
⑩

る
す
　
（

）
照
参

！
成
完
⑪

誌
雑
術
学
⑫

に

稿
投

る
す
　
（

）
照
参

　
　
　
　
　
　
　
　

書
き
直

を
し

示
指

る
れ
さ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

書
き
直
す

誌
雑
術
学
⑬

に

載
掲

る
れ
さ

献
文
考
参
④

を
探

て
し

読
む

料
史
・

を
探

て
し

読
む　
（

・

）
照
参

　
　
　
　
　

　
　

定
確

い
な
き
で

合
場

は
①

は
た
ま

③

る
ど
も
に

⑤

定
確

る
す
　
（

・

Ｑ
―

）
照
参

成
構
⑥

を
考

る
え

　
　
　

次
目

を

成
作

る
み
て
し

（

Ｑ
―

）
照
参

⑦

を
」
に
め
じ
は
「

書
く

　
　
　

理
整
史
究
研

て
し

答
回

き
べ
す

題
課

を

示
提

る
す

（

Ｑ
―

・

Ｑ
―

）
照
参

論
本
⑧

を
書
く

　
　
　

人
他

の
説
を

用
援

し
い
な

判
批

る
す
　
（

Ｑ
―

）
照
参

　
　
　

拠
根

る
な
と

料
史

を

示
明

る
す
　
（

Ｑ
―

）
照
参

⑨

を
」
に
り
わ
お
「

書
く

　
　
　

論
結

を

示
明

に
」
に
め
じ
は
「
て
し

示

た
し

題
課

の
へ

答
回

を
記
す
（

Ｑ
―

）
照
参
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高
橋
　
修
（
た
か
は
し
・お
さ
む
）

茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
。専
門
は
日
本
中
世
史
。

主
要
著
書
に『
中
世
武
士
団
と
地
域
社
会
』（
清
文
堂
出
版
、

二
〇
〇
〇
年
）、『
図
説 

戦
国
合
戦
図
屏
風
の
世
界
』（
監
修
、

学
研
、二
〇
〇
二
年
）、『【
異
説
】
も
う
ひ
と
つ
の
川
中
島
合

戦―

川
中
島
合
戦
図
屏
風
の
発
見
』（
洋
泉
社
、二
〇
〇
七

年
）、『
熊
谷
直
実 

中
世
武
士
の
生
き
方
』（
吉
川
弘
文
館
、二

〇
一
四
年
）、『
信
仰
の
中
世
武
士
団―

湯
浅
一
族
と
明

恵
』（
清
文
堂
出
版
、二
〇
一
六
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
著
者
紹
介
】

【
目
次
】カ

ラ
ー
口
絵

序
　
論…

「
戦
国
合
戦
図
屛
風
」の
世
界

第
Ⅰ
部
◎「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」と
甲
越
軍
学

第
一
章…

紀
州
本「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」と
紀
州
徳
川
家

第
二
章…

軍
学
者
宇
佐
美
定
祐
に
つ
い
て

　
　
　
　―

紀
州
本「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」の
周
辺

第
三
章…

甲
越
軍
学
の
軌
跡

　
　
　
　―

山
本
勘
助
と
宇
佐
美
駿
河
守
を
生
み
だ
し
た
も
の

　﹇
補
説
﹈…

享
保
二
年（
一
七
一
七
）四
月
十
五
日
付

　
　
　
　
　
栗
林
次
郎
左
衛
門（
政
盛
）宛
大
河
原
重
祐
要
門
流
印
可
状

第
四
章…

山
本
勘
助
と『
甲
陽
軍
鑑
』

　﹇
補
説
一
﹈…

狩
野
文
庫
の
杉
山
家
資
料

　﹇
補
説
二
﹈…

「
武
田
信
玄
配
陣
図
屛
風
」と「
武
田
信
玄
本
陣
之
図
」に
つ
い
て

第
五
章…

米
沢
市
上
杉
博
物
館
蔵「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」

　
　
　
　
　―

画
面
構
成
と
成
立
背
景

第
六
章…

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中
仙
道
蔵「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」の

　
　
　
　
図
像
的
特
徴
と
成
立
背
景―

公
武
協
調
の
時
代
と「
上
杉
謙
信
」

第
Ⅱ
部
◎「
長
篠
・
長
久
手
合
戦
図
屛
風
」

第
七
章…

「
長
篠
・
長
久
手
合
戦
図
屛
風
」の
概
要
と
論
点

第
八
章…

「
長
久
手
合
戦
図
屛
風
」の
成
立
と
展
開

第
九
章…

「
長
篠
合
戦
図
屛
風
」を
読
む

第
十
章…

尾
張
・
紀
伊
両
徳
川
家
に
お
け
る
小
牧
・
長
久
手
合
戦
の
研
究
と
顕
彰

第
十
一
章…

豊
田
市
郷
土
資
料
館
蔵「
長
篠
・
長
久
手
合
戦
図
屛
風
」の

　
　
　
　
　
図
像
的
特
徴
と
成
立
背
景

第
Ⅲ
部
◎「
合
戦
図
屛
風
」の
諸
相

第
十
二
章…
「
賤
ヶ
岳
合
戦
図
屛
風
」と『
川
角
太
閤
記
』

第
十
三
章…

「
蔚
山
合
戦
図
屛
風
」（「
朝
鮮
軍
陣
図
屛
風
」）の
成
立
と
展
開

第
十
四
章…

和
歌
山
県
立
博
物
館
蔵「
壬
辰
倭
乱
図
屛
風
」に
つ
い
て

第
十
五
章…

「
関
ヶ
原
合
戦
図
屛
風
」の
概
要
と
研
究
の
現
状

第
十
六
章…

解
題「
長
谷
堂
合
戦
図
屛
風
」

第
十
七
章…

「
湊
川
合
戦
図
屛
風
」の
世
界

第
十
八
章…

「
結
城
合
戦
絵
詞
」と
は
何
か

補
　
論…

そ
の
他
の
作
品
の
手
引
き

総
　
論…

総
括
と
課
題

　
戦
国
合
戦
図
屛
風
所
在
一
覧

　
あ
と
が
き
／
初
出
一
覧
／
索
　
引

　

本体9,000円（+税）
A5判・上製カバー装

カラー口絵32頁+本文496頁
ISBN978-4-585-22301-6  C3021

2021年2月発売

図版点数

223点
図版点数

223点

日本史（戦国時代）・美術

高
橋
　
修
【
著
】

戦
国
合
戦
図
屛
風
の

歴
史
学

「
川
中
島
合
戦
図
屛
風
」

「
長
篠
・
長
久
手
合
戦
図
屛
風
」

「
関
ヶ
原
合
戦
図
屛
風
」な
ど
、

主
要
作
品
20
数
点
を
、

歴
史
学
の
視
点
か
ら
丹
念
に
読
み
解
き
、

図
像
的
特
徴
や
成
立
背
景
、

写
本
の
普
及
と
合
戦
像
の
定
着
、

後
世
の
評
価
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

長
年
、合
戦
図
屛
風
を
追
究
し
て
き
た

著
者
に
よ
る
研
究
成
果
の
集
大
成
。

豪
華
絢
爛
！
細
密
の
極
致
！

「
戦
国
合
戦
図
屛
風
」は
な
ぜ
作
ら
れ
た
の
か
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中
国
、朝
鮮
半
島
、日
本
に
伝
播
し
た
書
物
文
化
は
、

各
国
各
地
に
於
い
て
民
間
の
商
業
出
版―

坊
刻
本―
の

深
淵
か
つ
絢
爛
な
世
界
を
形
づ
く
っ
て
い
っ
た
。

書
籍
の
出
版
か
ら
販
売・読
書
に
い
た
る
具
体
的
な
諸
相
、

即
ち
潤
筆
料・版
下・刻
版・彫
師・摺
師・版
木・料
紙・装
幀・

本
屋・貸
本
屋・書
価・出
版
部
数・流
通・読
者・版
株・印
刷
術・

禁
書・和
刻・出
版
統
制
等
々
を
中
心
に
、

書
物
史
研
究
を
牽
引
す
る
珠
玉
の
執
筆
者
35
名
に
よ
る
知
見
を
集
結
、

390
点
を
超
え
る
図
版
資
料
を
収
載
し
た

日
中
韓
の
知
の
世
界
を
彩
る

書
物
文
化
を
知
る
た
め
のエン
サイ
クロペ
ディア
。

書
物・印
刷・本
屋

◉
書
物
の
ジ
ャ
ン
ル
、
形
態
、
印
刷
技
術
、
本
屋
や
商
業
出
版

の
諸
相
な
ど
、
日
中
韓
の
書
物
文
化
史
を
詳
細
に
記
述
し
た

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
と
し
て
最
適
の
百
科
事
典
的
書
籍
。

◉
書
誌
学
・
出
版
史
・
印
刷
史
な
ど
、
書
物
研
究
の
第
一
線
を

走
る
オ
ー
ル
ス
タ
ー
が
集
結
し
た
画
期
的
な
一
冊
。

◉
学
士
院
賞
、
ゲ
ス
ナ
ー
賞
、
日
本
出
版
学
会
賞
、
角
川
源
義

賞
、
岩
瀬
弥
助
記
念
書
物
文
化
賞
等
、
様
々
な
受
賞
歴
を
有

す
る
執
筆
陣
が
寄
稿
。

◉
390
点
を
超
え
る
貴
重
な
図
版
資
料
を
収
載
。

―

〈
本
書
の
特
色
〉―

藤
本
幸
夫
〈
編
〉（
ふ
じ
も
と
・
ゆ
き
お
）富
山
大
学
名
誉
教
授
、麗
澤
大
学
客
員
教
授
。専
門
は
朝
鮮
語
学
・
朝
鮮
文
献
学
。二
〇
二
一
年
学
士
院
賞
・

恩
賜
賞
を
受
賞
。著
書
に『
日
本
現
存
朝
鮮
本
研
究
　
集
部
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
〇
六
年
）、『
日
韓
漢
文
訓
読
研
究
』

（
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）、『
龍
龕
手
鏡〈
鑑
〉研
究
』（
編
著
、麗
澤
大
学
出
版
会
、二
〇
一
五
年
）、『
日
本
現
存
朝
鮮
本
研

究
　
史
部
』（
韓
国
東
国
大
学
出
版
部
、二
〇
一
八
年
）な
ど
が
あ
る
。

図版点数

390超
図版点数

390超

◉
第
一
部…

佐
々
木
孝
浩
・
柏
崎
順
子
・
木
村
八
重
子
・
棚
橋
正
博
・
佐
藤
至
子
・
鈴
木
圭
一
・
石
上
阿
希
・
大
久
保
純
一
・
湯
浅
淑
子
・
鈴
木
俊
幸
・
万
波
寿
子
・
鈴
木
達
彦

◉
第
二
部…

住
吉
朋
彦
・
堀
川
貴
司
・
長
澤
孝
三
・
豊
島
正
之
・
林
進
・
高
木
浩
明
・
森
上
修
・
小
秋
元
段
・
渡
辺
守
邦
・
橋
口
侯
之
介
・
永
井
一
彰

◉
第
三
部…

鈴
木
俊
幸
・
塩
村
耕
・
長
友
千
代
治
・
岡
村
敬
二
・
大
沼
晴
暉
・
大
木
康
・
大
塚
秀
高
・
金
文
京
・
上
原
究
一
・
髙
橋
智
・
藤
本
幸
夫
・
李
胤
錫
・
全
相
昱

◉
第
一
部―

書
物
の
か
た
ち・書
物
の
ジャンル

◉
第
二
部―

印
刷・活
字・技
術

◉
第
三
部―

本
屋・商
業
出
版・蔵
書

日
中
韓
を
め
ぐ
る

本
の
文
化
史

執
筆
者
一
覧

―

・―

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部
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勉誠出版



書
物
・
印
刷
・
本
屋

日
中
韓
を
め
ぐ
る
本
の
文
化
史

藤
本
幸
夫﹇
編
﹈

定
価
一
七
、六
〇
〇
円
・
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

B
５
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
八
九
六
頁

二
〇
二
一
年
六
月
刊
行
・ISBN

978-4-585-30002-1 C
3000

序
文

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

藤
本
幸
夫

◉
第
一
部―

書
物
の
か
た
ち
・
書
物
の
ジ
ャン
ル

佐
々
木
孝
浩…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
写
本
〉 

日
本
の
写
本―

装
訂
を
中
心
と
し
て

柏
崎
順
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
江
戸
版
〉 

初
期
出
版
界
の
様
相

木
村
八
重
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
草
双
紙
〉 

「
草
双
紙
」の
史
的
展
望

棚
橋
正
博…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
黄
表
紙
〉 

黄
表
紙

佐
藤
至
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
合
巻
〉 

合
巻
に
お
け
る
自
主
規
制

―

『
三
国
太
郎
再
来
伝
』か
ら『
現
世
扶
桑
太
郎
』へ

鈴
木
圭
一…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
本（
人
情
本
）〉 
中
本
一編
三
冊
意
識

石
上
阿
希…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
春
画
・
艶
本
〉 
「
書
籍
目
録
」に
み
る
枕
絵
と
好
色
本

大
久
保
純
一…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
錦
絵
〉 

錦
絵
と
は

湯
浅
淑
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
お
も
ち
ゃ
絵
〉 

江
戸
の
お
も
ち
ゃ
絵

鈴
木
俊
幸…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
草
紙
類
〉 

上
方
の
草
紙
類
を
め
ぐ
って

万
波
寿
子…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
仏
書
〉 

日
本
の
仏
書

鈴
木
達
彦…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
医
書
〉 

日
本
漢
方
の
特
質
と
日
本
医
書

◉
第
二
部―

印
刷
・
活
字
・
技
術

住
吉
朋
彦…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
宋
版
・
元
版
〉 

宋
元
版
研
究
の
道
程

堀
川
貴
司…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
五
山
版
〉 

五
山
版
を
ど
う
考
え
る
か

長
澤
孝
三…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
和
刻
本
〉 

「
和
刻
本
」に
つい
て

豊
島
正
之…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
キ
リ
シ
タ
ン
版
〉 

キ
リ
シ
タ
ン
文
献

林
進

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
活
字
版
〉 

角
倉
素
庵
は
な
ぜ
出
版
事
業
を
興
し
た
の
か―

近
世
初
頭
、草
創
期
の
古
活
字
版

高
木
浩
明…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
活
字
版
〉 

古
活
字
版
か
ら
整
版
へ
、整
版
か
ら
古
活
字
版
へ

森
上
修

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
古
活
字
版
〉 

古
活
字
版
印
刷
と
木
活
字
駒
の
彫
出
技
法

小
秋
元
段…

…
…
…
…
…

〈
出
版
史
料
と
し
て
の
反
古
〉 

東
北
大
学
附
属
図
書
館
漱
石
文
庫
所
蔵
古
活
字
版『
太
平
記
鈔・音
義
』表
紙
の
復
原
的
考
察

渡
辺
守
邦…

…
…
…
…
…

〈
出
版
史
料
と
し
て
の
反
古
〉 

表
紙
裏
反
古・再
考

橋
口
侯
之
介…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
彫
り
と
摺
り
〉 

彫
師・摺
師
か
ら
見
た
日
本
の
出
版
形
態

永
井
一
彰…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
版
木
〉 

板
木
の
節

◉
第
三
部―

本
屋
・
商
業
出
版
・
蔵
書

鈴
木
俊
幸…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
日
本
近
世
の
本
屋
〉 

本
屋
と
出
版―

江
戸
時
代
に
お
け
る
書
籍
文
化
の
特
質

塩
村
耕

…
…
…
…
…

〈
日
本
近
世
前
期
の
商
業
出
版
〉 

近
世
前
期
の
出
版
界
と
西
鶴

長
友
千
代
治…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
貸
本
屋
〉 

貸
本
屋
の
横
顔

岡
村
敬
二…

…
…
…
…
…
…
…
…

〈
蔵
書
・
蒐
書（
日
本
）〉 

蔵
書
家
の
索
引
、蔵
版
、蔵
書
の
行
方

大
沼
晴
暉…

…
…
…
…
…
…
…
…

〈
蔵
書
・
蒐
書（
日
本
）〉 

田
中
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
箱―

小
平
市
立
図
書
館
蔵
本

大
沼
晴
暉…

…
…
…
…
…
…
…
…

〈
日
中
韓
の
商
業
出
版
〉 

日
中
韓
坊
刻
本
の
比
較
研
究
或
い
は
此
等
三
か
国
書
物
の
比
較
研
究
の
た
め
に

大
木
康

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

中
国
書
肆
史
考―

近
世
を
中
心
に

大
塚
秀
高…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

坊
刻
本
と
物
語―

口
頭
の
物
語
の
出
版
に
つい
て

金
文
京

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

明
代
建
陽
の
商
業
出
版
と
通
俗
小
説

上
原
究
一…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
中
国
の
商
業
出
版
〉 

明
末
清
初
の
坊
刻
に
お
け
る
江
西
の
位
置
付
け
に
つい
て

髙
橋
智

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
蔵
書
・
蒐
書（
中
国
）〉 

中
国
の
蔵
書
家
に
つい
て

藤
本
幸
夫…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
朝
鮮
の
商
業
出
版
〉 

朝
鮮
坊
刻
本
攷

李
胤
錫

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
朝
鮮
の
商
業
出
版
〉 

朝
鮮
朝
出
版
に
お
け
る
坊
刻
本
の
性
格
と
位
置

全
相
昱

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
朝
鮮
の
商
業
出
版
〉 

坊
刻
本「
春
香
伝
」の
発
生
と
そ
の
変
貌
に
つい
て

あ
と
が
き…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

藤
本
幸
夫

執
筆
者
一覧

〈
詳
細
目
次
〉



ま
え
が
き ﹇
岡
墻
裕
剛
﹈

第
１
部
…
言
葉
を
ど
う
書
くか

日
本
語
の
表
記
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
特
徴

―

日
本
語
の
言
語
学
的
文
字
論
と
し
て ﹇
加
藤
重
広
﹈

近・現
代
小
説
の
片
仮
名
の
用
法
一
斑

―

村
上
春
樹『
海
辺
の
カ
フ
カ
』を
中
心
に ﹇
金
水
敏
﹈

古
代
中
国
語
に
お
け
る
漢
字
の
表
語
現
象
の
諸
相 ﹇
松
江
崇
﹈

平
安
時
代
の
真
仮
名﹇
乾
善
彦
﹈

第
２
部
…
文
献
を
ど
う
読
む
か

訓
点
研
究「
超
」入
門 ﹇
小
助
川
貞
次
﹈

篆
隷
万
象
名
義
に
お
け
る
漢
文
節
の
意
味
注
記
に
つ
い
て ﹇
李
媛
﹈

図
書
寮
本『
類
聚
名
義
抄
』に
お
け
る
掲
出
語
と
注
文
の
対
応
に
つ
い
て ﹇
申
雄
哲
﹈

辞
書
と
文
献
の
比
較
に
基
づ
く
定
訓
論
の
再
検
討

―

キ
リ
シ
タン
版『
落
葉
集
』と『
ぎ
や
ど
ぺか
ど
る
』を
中
心
と
し
て ﹇
白
井
純
﹈

明
治
期
に
お
け
る
基
本
漢
字
文
献
の
諸
相 ﹇
岡
墻
裕
剛
﹈

第
３
部
…
文
字
を
ど
う
学
ぶか

『
文
選
』の
学
習―

訓
点
資
料
を
通
し
て
見
え
て
き
た
こ
と ﹇
渡
辺
さ
ゆ
り
﹈

学
び
の
系
譜
と
そ
の
豊
饒―

江
戸
寺
子
屋
教
科
書
往
来
物
資
料
を
中
心
に ﹇
萩
原
義
雄
﹈

変
体
仮
名
を
学
ぶ
小
学
生 ﹇
岡
田
一
祐
﹈

米
国
陸
海
軍
日
本
語
学
校
の
漢
字
教
材“kanji book” ﹇
高
田
智
和
﹈

第
４
部
…
文
化
を
ど
う
残
す
か

京
都
の「
天
橋
立
」を
表
す
日
本
製
漢
字
の
展
開
と
背
景

―

「
日
」「
有
」を
中
心
に ﹇
笹
原
宏
之
﹈

「
蝦
夷
記
」の
アイ
ヌ
語
申
渡
文
に
お
け
る
仮
名
の
用
法 ﹇
佐
藤
知
己
﹈

JIS

仮
名
とUnicode

仮
名
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
問
題 ﹇
當
山
日
出
夫
﹈

漢
字
字
体
研
究
と
日
本
古
辞
書
デ
ー
タベース
の
構
築 ﹇
池
田
証
壽
﹈

あ
と
が
き ﹇
加
藤
重
広
﹈・執
筆
者
一
覧

も
く
じ

日本語学

日
本
語

文
字
論
の

挑
戦

表
記
・

文
字
・

文
献
を
考
え
る
た
め
の
17
章

ひ
ら
が
な・カ
タ
カ
ナ・漢
字・ロ
ー
マ
字
等
、

世
界
的
に
も
珍
し
い
多
文
字
種
環
境
を
有
す
る
日
本
語
。

古
来
、日
本
人
に
と
って「
文
字
」は
、

意
思
疎
通
の
た
め
の
情
報
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
同
時
に
、

彼
我
の
文
化
に
架
橋
す
る
た
め
の
媒
体
で
あ
っ
た
。

古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
視
野
に

「
書
く
」「
読
む
」「
学
ぶ
」「
残
す
」と
い
う
文
字
の
諸
機
能
に
着
目
し
、

日
本
語
に
お
け
る「
文
字
論
」の
豊
穣
な
世
界
を
示
す
初
め
て
の一
冊
。

加
藤
重
広・岡
墻
裕
剛
〈
編
〉

か
と
う
・
し
げ
ひ
ろ
◉
一
九
六

四
年
生
ま
れ
。北
海
道
大
学
文

学
研
究
院
教
授（
言
語
科
学
研

究
室
）。専
門
は
日
本
語
学
・
言

語
学
。著
書
に『
日
本
語
統
語
特

性
論
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
三
年
）、『
言
語
学
講
義
』

（
筑
摩
書
房
、二
〇
一
九
年
）な

ど
が
あ
る
。

お
か
が
き
・
ひ
ろ
た
か
◉
一
九

八
〇
年
生
ま
れ
。神
戸
女
子
大

学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科

准
教
授
。専
門
は
日
本
語
学（
表

記
・
漢
字
）。著
書
に『
Ｂ・
Ｈ・

チ
ェ
ン
バ
レ
ン『
文
字
の
し
る

べ
』影
印
・
研
究
』（
編
著
、勉
誠

出
版
、二
〇
〇
八
年
）な
ど
が
あ

る
。

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025勉誠出版

定
価
七
、七
〇
〇
円（
税
込
）

﹇
本
体
七
〇
〇
〇
円
﹈

A
5
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
四
三
二
頁

二
〇
二
一
年
三
月
刊
行

ISBN
978-4-585-38000-9 C3081

日本語文字論の挑戦
表記・文字・文献を考えるための17章
加藤重広・岡墻裕剛〈編〉

定価7,700円（税込）・本体7,000円
A5判並製カバー装・432頁

2021年4月刊行
ISBN978-4-585-38000-9 C3081







近現代文学・総記

Encyclopedia of
R

AM
PO

 ED
O

G
AW

A 江
戸
川
乱
歩

大
事
典

定価13,200円（税込）
菊判上製・912頁
2021年3月、
堂々 刊行！

落
合
教
幸
＋
阪
本
博
志
＋

藤
井
淑
禎
＋
渡
辺
憲
司〈
編
〉

稀
代
の
推
理
小
説
作
家
、江
戸
川
乱
歩
。

死
後
五
十
年
を
経
て
、未
だ
我
々
を
魅
了
し
続
け
る
乱
歩
の
創
作・思
考
の
背
景
に
あ
る
も
の
はいったい
何
か
。

乱
歩
の
形
成
し
た
人
的
ネットワ
ーク
、そ
し
て
彼
の
生
き
た
戦
前
戦
後
とい
う
時
代
と
文
化
事
象
、

出
版
文
化
の
展
開
と
と
も
に
花
開い
た
様
々
な
雑
誌
メ
ディア
な
ど
、

総
勢
七
十
人
に
及
ぶ
豪
華
執
筆
陣
の
ナビ
ゲ
ート
に
よ
り

乱
歩
ワ
ー
ル
ド
の
広
が
り
を
体
感
で
き
る
本
邦
初
の
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ディ
ア
、つ
い
に
公
刊
！

﹇
第
Ⅰ
部
﹈人
間
乱
歩

﹇
第
Ⅱ
部
﹈社
会

﹇
第
Ⅲ
部
﹈ミステ
リ
ー

﹇
第
Ⅳ
部
﹈メ
ディア

﹇
付
録
﹈

江
戸
川
乱
歩
小
説
作
品
初
出

初
刊
一
覧
・
年
表
・
索
引

目
次

ISBN978-4-585-20080-2 C1000

週刊読書人
４/9発売号に、
刊行記念記事掲載！

有栖川有栖氏、

佐野史郎氏、

ご寄稿！

週刊読書人
４/9発売号に、
刊行記念記事掲載！

有栖川有栖氏、

佐野史郎氏、

ご寄稿！

大好評
発売中!

定価13,200円（税込）
定価12,000円（＋税）

菊判・上製カバー装・912頁
2021年3月刊行

ISBN978-4-585-20080-2 C1000

江戸川乱歩大事典
落合教幸＋阪本博志＋藤井淑禎＋渡辺憲司〈編〉



社会学・メディア史・出版史・図書館学

専門図書館探訪
青柳英治・長谷川昭子［編著］・専門図書館協議会［監修］

定
価
三
、八
五
〇
円（
税
込
）･

本
体
三
、五
〇
〇
円

A
５
並
製
カ
バ
ー
装･

三
〇
〇
頁

二
〇
二
一
年
五
月
刊
行

ISBN
978-4-585-30001-4 C1000

A5判並製カバー装・152頁
ISBN 978-4-585-20070-3・C0000

2019年10月刊行

定価2,200円（税込）・本体2,000円

大宅壮一文庫解体新書
阪本博志［編］

A5判並製カバー装・300頁
ISBN 978-4-585-30001-4・C1000

2021年5月刊行

定価3,850円（税込）・本体3,500円おおやそういち

雑誌図書館の全貌とその研究活用

阪
本
博
志﹇
編
﹈

お
お
や
そ
ういち

雑
誌
図
書
館
の
全
貌
と
そ
の
研
究
活
用　

　
　
　
カ
ラ
ー
口
絵
／
は
じ
め
に
◎
大
宅
映
子
／
本
書
の
構
成
◎
阪
本
博
志

第
Ⅰ
章
　
索
引
的
思
考

　
　
　
　―

〈
無
思
想
人
〉大
宅
壮
一
に
お
け
る
知
の
技
法
◎
有
馬
学

　
　
　
　
コ
ラ
ム
①
　
ノ
ー
パ
ン
喫
茶
と
大
宅
文
庫

　
　
　
　―

週
刊
誌
が
お
し
え
て
く
れ
る
こ
と
、く
れ
な
い
こ
と
◎
井
上
章
一

第
Ⅱ
章
　
大
宅
壮
一
と
大
宅
壮
一
文
庫
◎
阪
本
博
志

　
　
　
　
①
大
宅
壮
一
文
庫
の
誕
生
②
大
宅
壮
一
文
庫
の
発
展
③
大
宅
壮
一
文
庫
の
こ
れ
か
ら

　
　
　
　
コ
ラ
ム
②
　
大
宅
文
庫
に
つ
い
て
思
う
こ
と
◎
三
鬼
浩
子

第
Ⅲ
章
　
雑
誌
の
図
書
館 

大
宅
壮
一
文
庫

　
　
　
　―

そ
の
所
蔵
資
料
と
利
用
方
法
◎
鴨
志
田
浩

　
　
　
　
①
大
宅
壮
一
文
庫
の
概
要
②
大
宅
壮
一
文
庫
の
迷
宮
書
庫

　
　
　
　
③
大
宅
壮
一
文
庫
の
出
版
物
④
大
宅
壮
一
文
庫
の
索
引
・
検
索
シ
ス
テ
ム 

　
　
　
　
⑤
大
宅
壮
一
文
庫
の
資
料
閲
覧
と
各
種
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
コ
ラ
ム
③
　
長
持
と
し
て
の
大
宅
文
庫
◎
永
井
良
和

第
Ⅳ
章
　
大
宅
壮
一
文
庫
の
活
用
（1）　
横
断
的
研
究

　
　
　
　
雑
誌
ア
ー
カ
イ
ブ・
大
宅
壮
一
文
庫―

そ
の
現
在
と
未
来
◎
前
島
志
保

　
　
　
　
二
一
世
紀
に
お
け
る
大
宅
文
庫
の
可
能
性
◎
鳥
羽
耕
史

　
　
　
　
受
験
・
教
育
雑
誌
と
文
学―

大
宅
壮
一
文
庫
所
蔵
誌
を
き
っ
か
け
と
し
て
◎
大
原
祐
治

　
　
　
　
出
版
社
系
週
刊
誌
の
誕
生―

『
週
刊
新
潮
』と
文
学
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
◎
加
藤
邦
彦

　
　
　
　
コ
ラ
ム
④
　「
心
の
時
代
」を
ど
う
や
っ
て
可
視
化
す
る
か
◎
牧
野
智
和

第
Ⅴ
章
　
大
宅
壮
一
文
庫
の
活
用
（2）　
テ
ー
マ
研
究

　
　
　
　「
大
宅
壮
一
文
庫
雑
誌
記
事
索
引
」に
み
る
性
風
俗
の
歴
史

　
　
　
　―

「
ト
ル
コ
風
呂
」の
元
祖
、「
東
京
温
泉
」を
例
に
◎
光
石
亜
由
美

　
　
　
　
寄
せ
場
の
表
象―
大
衆
雑
誌
に
み
る
高
度
経
済
成
長
期
の「
山
谷
」◎
石
川
巧

　
　
　
　
話
芸
を
書
き
残
す―
漫
才
作
者
秋
田
実
と
雑
誌
◎
後
藤
美
緒

　
　
　
　
間
テ
ク
ス
ト
的
存
在
と
し
て
の「
ス
ケ
バ
ン
」◎
難
波
功
士

　
　
　
　
コ
ラ
ム
⑤
　
書
物
の
な
い
場
所―
戦
後
文
学
に
描
か
れ
た「
書
物
」◎
多
田
蔵
人

　
　
　
　
あ
と
が
き
◎
阪
本
博
志

大
宅
壮
一
文
庫
、開
設
50
周
年
！
　

文
庫
の
全
て
に
迫
る
！

大
宅
壮
一
が
収
集
し
た
膨
大
な
雑
誌
の
コ
レ
ク
ショ
ン
を

基
礎
と
し
て
設
立
さ
れ
た
大
宅
壮
一
文
庫
。

二
〇
二
一
年
、開
設
か
ら
五
〇
年
を
迎
え
る
大
宅
壮
一
文
庫
に
つ
い
て
、

概
要
か
ら
、そ
の
誕
生
の
歴
史
、そ
し
て
文
庫
を
活
用
し
た

研
究
の
実
践
例
ま
で
、す
べ
て
を
網
羅
し
た
解
説
書
。

大
宅
壮
一
文
庫
解
体
新
書

日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、ノ
ン
フィ
ク
ション
作
家
、評
論
家
。時
代
の
風
潮
を

見
事
に
裁
断
す
る
独
特
な
社
会
評
論
や
人
物
評
論
で
、長
く
マ
ス
コ
ミ
界
で

活
躍
。明
快
な
是
々
非
々
論
で
広
く
一
般
大
衆
の
支
持
を
得
た
。ま
た
、「
一
億

総
白
痴
化
」、「
恐
妻
」、「
口
コ
ミ
」な
ど
、多
数
の
造
語
を
生
ん
だ
。

＊
大
宅
壮
一（
一
九
〇
〇‐

一
九
七
〇
）と
は…

①「
雑
誌
の
図
書
館
」大
宅
壮
一

文
庫
の
概
要
、歴
史
、利
用
方

法
な
ど
を
、詳
細
に
解
説
。

②
実
際
に
大
宅
壮
一
文
庫
を
利

活
用
し
てい
る
執
筆
者
陣
が
、

文
庫
を
利
用
す
る
こ
と
で
ど

う
い
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る

か
を
ま
と
め
た
論
考
を
収
録
。

本
書
の
特
色

阪
本
博
志（
さ
か
も
と
・ひ
ろ
し
）

帝
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
教
授
。専
門
は
社
会
学
・
メ
デ
ィ

ア
史
・
出
版
文
化
論
。主
な
著
書
に『『
平
凡
』の
時
代―

一
九

五
〇
年
代
の
大
衆
娯
楽
雑
誌
と
若
者
た
ち
』（
昭
和
堂
、二
〇

〇
八
年
、第
30
回
日
本
出
版
学
会
賞
奨
励
賞
・
第
18
回
橋
本
峰

雄
賞
）、『
江
戸
川
乱
歩
大
事
典
』（
落
合
教
幸
・
藤
井
淑
禎
・
渡

辺
憲
司
と
の
共
編
、勉
誠
出
版
、二
〇
二
一
年
）な
ど
が
あ
る
。
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